
 



 

編集後記 

今年は、誰もが予想しなかった形で働き方改革が大きく進んだ一

年でした。テレワークや時差出勤をはじめ、多くの方が慣れない働

き方の中で試行錯誤を繰り返しておられることと思います。「働く

人」に対する感謝の日である「勤労感謝の日」。今年は苦しい中で

も社会で、家庭で懸命に働いてくれている人たちに改めて感謝を

し、そして自分自身にも「おつかれさま！」と言ってあげる日にした

いと思います。 

  

「ほほえみ」バックナンバーは 
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４ 歯垢・歯石の除去  専門的なクリーニングを行います。超音波の細かい振動を使って歯の周りを

洗浄していきます。歯の表面も磨きます。 

５ フッ素塗布    最後に高濃度のフッ素を塗布します。フッ素は虫歯予防に効果的です。 
 

 

１１月の休日 勤労感謝の日の由来って？？ 

毎月の祝祭日、そもそもどういう由来で定められた日なんだろうと思ったことはありませんか？ 

そこで今月の休日、勤労感謝の日について調べてみました。 

勤労感謝の日は、もともと新嘗祭（にいなめさい）と呼ばれる皇室の行事を行う祭日だったそう

です。そんな新嘗祭が勤労感謝の日になったのは、1948年のこと。第二次世界大戦後、GHQは

宮中行事としての新嘗祭を残しつつ、国民の祝日から切り離す政策をとったため、宮中行事であ

った「新嘗祭」の日は、「勤労感謝の日」に装いを改めて国民の祝日になりました。 

新嘗祭は、「新しい穀物を奉るお祭り」です。その年に収穫された新しい穀物を神様に捧げて、

感謝するとともに、国家の安泰や国民の繁栄を祈るのが新嘗祭です。一方勤労感謝の日は、「勤

労」に対する感謝をする日とされています。もともとの新嘗祭は穀物の実りを神に感謝するもので

したが、現在では「働く人」に対する感謝の日になっているということですね。 

ところで勤労感謝の日は、本来は祝日ではなく祭日でした。祝日と祭日は、一体どこが違うので

しょうか？そもそも、祭日というのは、その字の通り、神道のお祭りを行う日のことでした。一方、

祝日というのは、法律で決められている「国民の祝日」のことです。もともとの祭日は、11月 23日

のほか、1月 1日のお正月、2月 11日の建国記念の日、春分の日、秋分の日、そのときの今上天

皇の誕生日などが該当します。とはいえ、戦後、「祭日」という言葉は使われなくなり、「祝日」に統

一されています。カレンダーや営業時間の案内などにも、「祝日」とあるはずです。漠然と「祝祭日」

といった言葉が使われることもありますが、本来の由来を知ることで、休日が「祝日」なのか「祭

日」なのかを意識しやすくなりますね。                                        

歯科衛生士 中川 絵美子 

このような処置を、その時の患者さんのお口の状態、体調に応じて行っています。その他にもお

口の乾燥、噛み合わせなど気になることへのご質問にもお答えさせて頂きます。メンテナンスでは

３～４ヶ月くらいの間隔が目安です。定期的なメンテナンスで大事な歯を守りましょう。 
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